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同
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会
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西
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郎
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衛
閂

高

林
　
呻

ニ
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■
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浦

口

保

親

今
わ
四
年
二
月
二
十
六
日

午
後

一
時

始

（〓十一）

於

京

高

林

呂

司

高
林
白
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ロ
ニ

人

島

澤

久

口
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丼
　
廣
逍

木

方
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え
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橋

本

え

え

観
せ
流

与
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観
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流

観
せ
流

菊

恣

童
々
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楊
貴
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丼
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裕

久

７
た
掛

狸

升
囃
子

林
　

不́

一

郎

一
調

一
管

杉

浦

豊

彦

井
囃
子

左
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木

弘

兆

範

信
人
円

独

調 休
働 古 河

I10村
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夕11
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村 林

美 久

敏 登

竹 丼

村 林

美 清

雄 一

森 丼

IIIP上

係 敬

美 介

沐 浦 林

野 IIP宗

貴 保 一

彦 親
'`

凛
太
郎

知

美

曽 谷

～
ロ

鼓 エ

堂 壽
林

大

和

左

鴻

木

弘

森 前
ロ  タ11

保 え
美 長

都
観
せ
会
館

演
日
解
読

今
回
は
古
よ
り
日
本
夫
化
に
晨
も
影
響
を
与
え
た
国
、

ヤ
国
を
井
台
に
し
た
由
目
を
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。

西
工
母

（せ
い
お
う
ば
）

管
弦
を
催
し
、
神
仙
の
降
臨
を
待
つ
皇
帝
の
前
に
え

痺
く
姿
の
西
二
母
が
現
れ
ま
す
。
西
工
母
は
二
十
年

に
一
度
実
を
結
ぶ
と
い
う
桃
を
皇
帝
に
捧
げ
つ
つ
、

治
よ
る
御
代
を
寿
ぎ
、
神
仙
世
界
の
升

【ヤ
え
井
】

を
升

い
ま
す
。
孔
在
や
凰
凰
が
飛
び
ま
わ
る
人
上
せ

界
の
様
、
キ
や
か
な
情
子
を
表
現
し
ま
す
。

え
黄

（て
ん
こ
）

帝
の
命
令
に
背
き
こ
水
の
川
に
沈
め
ら
れ
た
夕
年
え

笑
。
帝
の
子
い
を
受
け
て
現
れ
た
人
実
は
、
生
前
に

麦
し
た
鼓
を
打
ら
、
戯
れ
、
升
い
ま
す
。

シ
テ
の
升
う

【盤
渉
楽
】
で
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
足

拍
子
、
笞
の
高
い
音
色
、
人
小
抜
の
抑
場
豊
か
な
響

き
が
調
わ
し
、
技
を
打
つ
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
ガ
が

集
い
少
年
の
様
子
を
表
現
し
ま
す
。

項
羽

（
こ
う
う
）

秋
の
宵
時
、
家
路
を
恙
ぐ
率
刈
り
男
の
前
に
現
れ
た

項
調
の
亡
霊
は
、
劉
邦
と
の
決
戦
に
敗
れ
た
晨
期
の

日
を
追
俎
し
、
え
し
た
後
の
修
羅
の
普
恙
を
訴
え
よ

す
。
本
由
に
使
用
さ
れ
る

【升
働
】
は
他
の
由
と
は

異
な
り
、
前
後
半
で
演
出
が
変
わ
り
ま
す
。
前
半
は

減
び
ゆ
く
こ
命
を
悟
り
、
身
を
投
げ
た
虞
美
人
を
探

し
求
め
る
焦
燥
と
な
し
み
を
。
後
半
は
敲
に
対
す
る

獅
子
杏
地
の
戦
い
ぶ
り
を
表
し
ま
す
。

一
調

（
い
っ
ち
ょ
う
Ｙ

独
調

（ど
く
ら
ょ
う
）

能
の
一
節
の
問
か
せ
ど
こ
ろ
を
謡
と
打
楽
器
が

一
対

一
で
演
表
し
ま
す
。
独
調
は
常
の
手
を
打
ち
ま
す
が

一
調
は
複
雑
で
手
や
か
な
手

（演
奏
パ
タ
ー
ン
）
を

打
つ
た
め
、
合
奏
よ
り
も
個
性
が
際
立
ら
ま
す
。

一
調

一
管

（
い
ち
ょ
う
い
っ
か
ん
）
で
は
一
調
の
謡

と
打
楽
器
に
笞
が
カロ
わ
り
ま
す
。

程
々
乱

（し
ょ
う
じ
ょ
う
み
だ
れ
）

秋
の
た
の
澪
陽
の
江
の
ほ
と
り
。
酒
売
り
高
風
の
前

に
狙
々
が
現
れ
、
酒
を
酌
み
え
わ
し
升
を
升

い
ま
す
。

一
月

一
祭
み
ヽ
ま
、
ｌ
Ｄ
星
マ
Ｄ
論
レ
・Ｅ
卜
‘

ン、
景
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夕11
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ロ
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一　
郎

石

丼

保

彦

丼

上

教

介

地
謡

兆

範

信
太
朗

重

本

呂

也

今

丼

鬼

絶

索
囃
子

大

吉
兵
衛

は
笛
と
太
笑
の
み
で
演
奏
し
ま
す
。
絶
え
ず
変
化
す

る
テ
ン
ポ
に
よ
り
、
波
の
上
を
酔

っ
た
足
取
り
で
井

う
姿
を
表
現
し
ま
す
。
狸
々
と
は
、
人
の
言
葉
を
話

し
酒
を
好
む
、
猿
に
似
た
赤
毛
の
生
き
物
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

楊
貴
妃

（よ
う
き
ひ
）

玄
宗
皇
帝
の
使
者
が
楊
貴
妃
の
魂
塊
の
在
拠
を
尋
ね

て
、
え
後
の
世
界
、
蓬
来
官
ま
で
訪
ね
て
未
ま
す
。

貴
妃
は
玄
宗
と
密
か
に
え
わ
し
た
言
兼
を
使
者
に
語

り
、
あ
り
し
口
を
恣
偲
ん
で

【序
え
舞
】
を
井
い
よ

す
。
マ
え
掛
は
序
え
升
の
冒
頭
が
逍
常
と
変
わ
り
、
時
折

差
し
た
ま
れ
る
笞
の
高
い
音
色
が
場
苛
妃
の
凛
と
し

た
美
し
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。
美
し
く
切
な
い
名
由

で
す
。

獅
子

（し
し
）

夫
殊
薔
薩
に
仕
え
る
霊
獣
の
獅
子
が
、
咲
き
誇
る
牡

升
の
花
に
遊
び
戯
れ
る
諧
で
す
。
ま
ず
、
霊
次
の
出

現
を
子
述
さ
せ
る
衆
壮
な
庁
奏
か
ら
始
ま
り
、　
一
転
、

沐
占
出
谷
の
静
寂
を
感
じ
る
神
私
の
時
間
と
な
り
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
力
強
い
演
奏
と
な
り
、
獅
子
が
踊

り
出
、
井
い
戯
れ
る
獅
子
丼
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
象
徴
で
も
あ
る
獅
子
の
勢
い
を
表
す
べ
く
衆

壮
幸
屁
に
演
奏
し
ま
す
。
能

「石
格
」
「笙
月
」
「内

外
詣
」
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

咸
陽
官

（か
ん
に
ょ
う
き
ゅ
う
）

恭
の
始
皇
帝
が
生
学
し
た
た
類
な
く
壮
大
な
咸
陽
官
。

新
神
わ
¨
薇
菫
”
だ
魏
回
て．
崚
抑
凱
潮
マ
グ
載
）

．ヽ

そ
れ
ら
二
物
を
携
え
た
莉
打
と
恭
升
陽
が
、
宮
殿
に

参
内
し
帝
に
褐
几
し
ま
す
。
実
は
こ
の
二
人
は
燕
の

刺
客
。
地
図
を
入
れ
た
箱
に
思
ば
せ
て
い
た
剣
を
帝

無
燎
残
称
卿
に
お
だ
潮
検
れ
は
時
祖
ｒ
輔
担
め。
地
期
。

花
陽
の
表
す
る
根
由
の
素
晴
ら
し
き
に
、
刺
客
二
人

群
群
『
酔
妊
碁
ダ籍
るι

（ふ
え
段
）
で
笛
が
者
を
添
え
て
私
由
の
風
情
を
際

立
た
せ
ま
す
。
ま
た
、
ワ
キ
方
の
莉
打
と
恭
井
陽
の

激
し
い
演
技
も
几
ど
こ
ろ
で
す
。
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